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第１回 国道２０２号国体道路の空間利活用推進協議会 

議事要旨 

１． 協議会設置について 
・設立趣旨及び規約について承認 

・委員長には九州大学名誉教授の坂口委員を選任 

２． 議題における委員意見 
●歩行者

・インバウンド需要増加により歩道における歩行者の密度が高い反面、にぎわいがあ

るわくわくした通りと捉えることもできるのではないか。

・旅行者の増加などを踏まえ、交通の発着を確認しルート誘導を行うと良いのではな

いか。 

・多言語表示などのインバウンド向けの交通案内が整備されているかの調査が必要。 

●自転車等

・短期対策（矢羽根設置）後のデータや多様なモビリティを含めた実態の確認が必要。

・運転者目線では車道を走行する自転車が危険と感じる。歩道に自転車道を設けるの

が適切ではないか。矢羽根だけでは対策として不十分ではないか。

●自動車

・道路を跨ぐ右折車が交通混雑の課題だと考えられる。

・荷捌き車両も交通混雑の一因で有るため、トラック協会の意見を頂いた方が良い。

●その他

・今後の公園整備等の周辺交通需要増加の影響因子を踏まえ、交通の回遊は面的な検

討が必要。交通の発着データを確認し、人々の頭の中の地図を可視化するべき。

・歩行者・自動車・自転車や荷捌き車両・タクシー等についても平日休日や・時間帯

別の交通実態を確認し、それぞれの交通実態を重ね合わせて現状の課題を把握する

必要がある。

・リバーシブルレーンの検討や、行動変容を促すような道路形式の検討が必要。

・カーナビでなされている道路「混雑度」のリアルタイム表示について現行手法を調査

し、交通状況表示として活用できないか検討したらどうか。

●今後の予定

・どこまでの改善を実施するのか、本協議会の目指す目標と時間軸を整理すること。 

以 上 

■日時  令和７年５月３０日 
       15時 00分 ～ 17時00分 

■出席者 
・【別紙】のとおり



【別紙】


